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内容内容

• QUEST装置の紹介
• 遠隔実験に向けた準備

– ネットワーク構成
– SNETベースの遠隔・定
常データ収集

– WEBベース実験環境

• まとめ

QUEST装置の３次元イメージ



プラズマ境界力学実験装置プラズマ境界力学実験装置QUESTQUEST

（０８年２月５日撮影）

QUEST計画と実験装置

０８年 ６月頃 ファーストプラズマ
０８年 ９月頃 本格実験開始

現在、建設中のQUEST装置の写真

全日本ST研究体制における主要
装置として、また全国共同利用装置
として、所外／所内の多くの研究者
が参画する装置

遠隔実験参加、及び遠隔制御のための
環境整備と技術開発は必須の課題

リモートサイトの共同研究者のリア
ルタイムな実験参加を促進し、

QUEST計画の活性化を図るために

STでの定常電流駆動や粒子・熱
負荷制御方の確立、先進的壁制御
とプラズマ性能の総合的研究の推
進を目的とし、



遠隔実験に求められること遠隔実験に求められること

SNETの援用

ネットワーク構成の改善

WEBベースの実験環境

できるだけ多くの共同研究者の方々から実験の協力を頂くために、できるだけ多くの共同研究者の方々から実験の協力を頂くために、
特に測定データの収集・閲覧と、機器の制御という観点から特に測定データの収集・閲覧と、機器の制御という観点から

高品質でセキュアな通信
ユーザー認証・（暗号化通信？）

大容量のデータ通信が可能
定常運転に伴うデータの大容量化、
画像・動画データ

簡単に実験に参加できる。
分かりやすいユーザインタフェース

何時でも何処でも参加できる。
（色々な状況を想定して。）



実験棟における現状のLANの構成

計測用PC

Internet

ファイアウォール

WEBサーバ
メールサーバ
DNSサーバ etc.

データ公開用サーバ
実験ログサーバ

外部公開用ネットワーク

プラズマ
制御用WS

データ収集用サーバ

イーサネットスイッチ

事務用PC
（データ閲覧）

DHCPサーバ

事務用ネットワーク

実験用ネットワーク
シーケンス
監視サーバ

データ閲覧用PC

SNET VLAN

1.外部（Internet）からは、基本的
に外部公開用ネットワークにアク
セス

2.その日の最後に、データ収集用
サーバで収集したデータをデー
タ公開用サーバにコピーする。

3.内部ネットワークからは、どの
PCからでもデータの閲覧が可能。

SNET

・ ・ ・ ・

計測用PC
ADC



WEBベースの実験環境の整備

実験ログ管理

グラフの表示

ー 情報・データの閲覧 －

ショットに対するコメントや、計測器
の設定値などをWEB上で閲覧・記
述する。

測定データをデータサーバに集約し、グラフ
にしてWEB上に表示する。



ー 制御関係 －
WEBベースの実験環境の整備

シーケンスの起動をWEB上で行う。
また、ショット番号、カウントダウン時間
などの基本情報をWEB上で確認。

コイル電流値や、ガスパフタイミング等
をWEB上で指定する。

運転シーケンス操作

制御指令値の編集



計測用PC

プラズマ
制御用WS

データ収集用サーバ

実験用ネットワーク

シーケンス
監視サーバ

データ閲覧用PC

SNET

SNETベースの遠隔・定常データ収集
九大で測定されたデータは、リアルタイムにNIFSのサーバに保管され、

リモートサイトからのデータ閲覧が可能。

NIFSネットワーク リモートサイトのネットワーク

データ閲覧用PC

運転シーケンスと同期したデータ収集

・トリガー（同期パルス）
・基本情報（ショット番号等）

SNET VLAN

計測用PC
ADC

・基本情報はネットワーク上の信号。
・SNET VLANの端末にてNIFSの
データサーバ内のデータを閲覧する。

データサーバ

トリガー
基本情報

基本情報

トリガー
をSNET VLANに渡す。



ネットワーク構成の改善予定Internet

ファイアウォール 外部公開用
ネットワーク

事務用
ネットワーク

計測用PC プラズマ制御用WSデータ収集用サーバ

Linux ルーター

中央制御システム

ここで、制御用ネットワークへの
アクセス制限をする。
この経路の通信速度は遅くて良い。

制御用ネットワーク

ネットワーク上の制御用信号の伝送確保のため、
新たに「制御用ネットワーク」を「実験用ネットワーク」の
配下に敷設する予定。
基本的に測定データは、この２つのネットワーク間で
伝送されず、実験用ネットワーク内での伝送となる。

制御用端末

実験用ネットワーク

データ閲覧用PC

基本情報



SNET VLAN

計測用PC
ADC

ネットワーク構成
Internet

ファイアウォール 外部公開用
ネットワーク

事務用
ネットワーク

計測用PC プラズマ制御用WSデータ収集用サーバ

Linux ルーター

中央制御システム

制御用端末

実験用ネットワーク

データ閲覧用PC

基本情報
制御用ネットワーク

SNET

？？？
基本情報

－ 何か良い方法は？ －

セキュリティーを確保
（特定端末、特定ポート
のみの通信を許可）



－ 携帯電話による実験参加 －

F.W.

Exp. LAN

WEB sever

Internet
Mobile Phone

•High portability
•High accessibility
•Special functionsF.W.

Exp. LAN

WEB sever

Internet
Mobile Phone

•High portability
•High accessibility
•Special functions

携帯電話は、
・（ノートパソコンに比べて）高い可搬性を持つ。
・（有線よりも）接続が容易。
・WEB閲覧ができる。
・音や振動など携帯電話特有の機能を持つ。
などの利点を有する。

EclipseとJ2ME Wireless toolkitを
用いた携帯アプリの開発

WEBベースの実験環境の整備

ただし、
携帯事業者の回線を使用する（有料）。
携帯端末の仕様毎に携帯アプリを開発する必要。

携帯電話がパソコンのデスクトップ上に
エミュレートされている。



実験ログを携帯電話で確認。 ショット番号、カウントダウン
時間を携帯電話で確認。

－ 携帯電話による実験参加の例 －

WEBベースの実験環境の開発

携帯アプリを用いて、ショット
番号等の情報を取得する。
カウントダウン時間が近づくと、
音と振動で警報を発する。

携帯端末のWEB閲覧機能を利
用し、実験ログ管理サービスに
アクセスしたケース。実験ログ管
理サービスの表示部を携帯端
末用に修正した。

•電子メールを利用した定
時報告や警報通知

•冷却水流量
•コイル温度など

•監視カメラなど画像による
装置監視

•計測器などの簡単な操作

定常運転時など２４時間体制
で監視する必要がある対象物
に対して、携帯電話の利用は
有効と考えられる。

その他に

などが考えられる。



まとめまとめ

• SNETベースの遠隔・定常データ収集の動作試験を
行った。

•今後はQUEST実験へ向けての実証試験へと展開

• WEBベースでの実験環境の開発を行っている。
•データの収集と閲覧、制御、携帯電話の利用など
•今後も、WEBベースの環境を拡充する予定。

• 「制御用ネットワーク」の導入を行う予定
•SNETとのシームレスな接続を出来るだけ目指したい。


